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飽和脂肪酸は海洋表面マイクロ層や海洋エアロゾル（波しぶ
きなどで発生する微粒子）に豊富に存在している有機分子で
ある．2016年に「飽和脂肪酸（ノナン酸など）が太陽光を吸
収することで光化学反応をおこし，雲の凝結核となるさまざ
まな揮発性有機化合物を生成する」という実験研究の論文が
発表されて以降，「飽和脂肪酸の光化学反応」は大気化学の
分野で注目を浴びており，現在活発に研究が行われている．
しかし飽和脂肪酸の光化学反応メカニズムについては未だに
不明点が多い．たとえば脂肪酸の光吸収は90年以上研究され
てきた歴史があり「脂肪酸は太陽光（295 nmより長波長の
紫外光）をよく吸収する」と考えられているが，その光吸収
メカニズムについてはよくわかっていない．本セミナーでは，
発表者が最近取り組んでいる「飽和脂肪酸の光化学」につい
ての実験研究を紹介する．前半では液体ノナン酸
[CH3(CH2)7C(O)OH]の光分解によるヒドロキシル(OH)ラジ
カル生成実験について，後半では液体ノナン酸の紫外光吸収
断面積測定実験について解説し，飽和脂肪酸が大気化学に与
える影響について議論する．
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